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中に雄が死亡した場合はそのつど補充した。

ま　え　が　き

　産卵前期間をもつ昆虫の卵巣の発育状態および産卵数

は，成虫の栄養摂取や環境条件の違いによって異なって

くることが知られている。当防疫所調査課では，従来，

ミヵンコミバエDacus dorosalisの成虫は人工飼料を用

い，25℃，70～80％R．H.,で飼育している。そのた

め，この飼育条件下におけるミカンコミバエの卵巣の

発育状態および産卵数を明らかにするために本実験を行

なった。

材料および方法

　実験に供したミバエは，当課で累代飼育してきたもの

である。羽化最盛期の12時間以内に羽化した個体を用

い，25℃，70～80％R．H.,14時間光周期に調節され

たバイオトロソ内で飼育した。

　成虫用飼料は砂糖，水および蛋白加水分解物（等量の

フィトンおよびイーストエキストラクトに微量のミネラ

ルを混合）である。えさ不足とえさの変質からくる影響

を除くために，十分な量を与え，数日おきに新しいもの

と交換した。

　卵巣の発育状態の観察に供したミバエは，雌雄合計お

よそ500頭を，大型の飼育箱で飼育した。24時間ごとに

約10頭の雌を取りだし，エーテルで麻酔させた後ただ

ちに，生理食塩水を滴下したペトリ皿に載せ，実体顕微

鏡下で注意深く卵巣を摘出し，接眼マイクロメータを用

いて最大長と最大幅を測定した。また，体の大きさと卵

巣の発育との相関を調べるため，最大胸長（前胸背板前

縁から小楯板の先端までの距離）と最大胸幅（中胸側板

刺毛の基部間の距離）を測定した。

　産卵数の調査においては，雌雄29対を各対ごとに500

㏄のビーカーに入れ，上記の成虫用飼料を与えて飼育

し，バナナの小片を入れた小型採卵容器（ピンホールを

あけた内径8mm，長さ7cmのビニールチューブ）を

設置して，まず産卵前期間を調べた。第1回目の産卵を

認めた個体は，以後採卵容器を除き，直接バナナの小片

に産卵させ，24時間ごとに卵数を記録した。ミバエが逃

げないように，ビーカ一には金網のふたをかぶせ，実験

結果および考察

　実験　1．卵巣の発育

　羽化直後の卵巣は，長さ，幅とも約0.35mmと小さく，

卵巣卵はきわめて未熟であったが，卵巣小管内での卵形

成の進行にっれて，卵巣の形は洋梨状から亜球状に変っ

た。羽化後7日目に腹部は外見上肥大したが，卵巣の大

きさには変化がみられず，8日目になって卵巣が大きく

なり始めた。11日目から顕著に肥大し，13日目では1

個の卵巣の中に平均15個の未完成の第1卵が観察され，

この第1卵は長さ0.50mm，幅0.20mmであった。

14日目には第1卵の長さは0.63mmに伸長し，15日目

に長さ1.06mm，幅0.20mmとなった。15日目の卵

巣卵の大きさは，実際に産み落とされたミカンコミバエ

の卵とまったく同じ大きさであり，完成卵とみなすこと

ができ，その数は1卵巣あたり31個であった。解剖した

個体の中には，卵巣の発育を認めなかった個体が多かっ

たので，8日目以後はマイクロメータ単位14.0未満の大

きさのものを除いて平均値を求め，およその発育経過を

図示した（第1図）。解剖した個体に関する限り，体の

大きさと卵巣の発育の間に相関関係はみられなかった。
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第1図　ミカンコミバエの卵巣の発育

実験2．産卵数
産卵数の実験は，飼育の途中で死亡したり，観察の不
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手際から逃がした個体があり，また，羽化後40日以上

経過しても産卵しなかった個体は実験を中断した結果，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個体産卵を認めた個体は16頭であった。産卵前期間が長い

ものでは35日にもなったのは，検討の結果，採卵容器

が不適当だったと考えられた。産卵前期間の短いものは

16日であり，これは卵巣の観察結果とほぼ一致する。

しかし，筆者らのこれまでの飼育の経験から，梅谷ら

（1973）と同様，大量飼育においては12日目に産卵を認

めており，以上のことから産卵前期間は12日ないし15

日と思われる。

　Mitche11ら（1965）によれば，羽化後3～4週間に1

雌あたり平均150ないし310個産卵するといわれ，

ChristensonおよびFoote（1960）によれば，特別の成

虫用飼料を与える場合には平均3200個産むという報告

もみられる。本実験において産卵が認められた16頭の

雌においては，1雌1日あたりの産卵数は1個から92個

までさまざまで，産卵前期間を除いた1日あたりの平均

は18個であった。また，1雌あたりの総産卵数の平均は

627個であり，最多個体では121日の生存期間中に1,670　　平均

個を産卵した（第1表）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　BessおよびHaramoto（1961）によれば，卵の大部　　　＊＊

第1表　ミカンコミバエの産卵数
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分は，羽化後3週間で産み落とされるといわれているが

ミカンコミバエは死亡時までほとんど連日のように産卵

した。しかし，卵数は産卵開始後50日目ごろから減少

するようである（第2図）。梅谷ら（1973）は，既交尾雌

の寿命と産卵能力の実験において，200頭の雌を大量飼

育し，4日間隔および8日間隔で毎回24時間採卵を行な

ったが，卵のふ化率は後期になるほど低下する傾向があ

ることを報告しており，連目産卵を観察した筆者らの実

験においても，生存後期には卵殻の柔らかい，ふ化力の

ない卵が多いことが認められた。
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